
写真 2　鳥舌鏃の円孔

写真 1　鉄製武器



写真 3　鉄製武具
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は
じ
め
に

　

宿
寺
山
古
墳
は
岡
山
県
総
社
市
宿
に
所
在
す
る
全
長
一
一
六
m
の
前
方
後
円

墳
で
あ
る
。
所
在
地
は
吉
備
路
風
土
記
の
丘
地
域
の
中
央
、
備
中
国
分
寺
五
重

塔
の
南
で
、
吉
備
の
巨
大
古
墳
と
し
て
著
名
な
作
山
古
墳
や
巨
大
な
石
室
で
知

ら
れ
る
こ
う
も
り
塚
古
墳
に
も
近
い
。

　

作
山
古
墳
に
続
い
て
築
か
れ
た
首
長
墳
で
あ
り
、
古
墳
時
代
中
期
の
吉
備
の

首
長
の
動
向
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
こ
の
古
墳
か
ら
は
鏡

二
面
を
は
じ
め
と
す
る
副
葬
品
が
出
土
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
う
ち
の
ご
く
一
部

が
伝
わ
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
か
つ
て
出
土
し
た
も
の
の
失
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
副
葬
品
の
一
部
が
以
下
に
記
す
よ
う
に
再
出
土
し
て
お
り
、
こ
れ
に
つ

い
て
資
料
紹
介
を
行
う
。
こ
の
古
墳
の
諸
要
素
の
う
ち
、
墳
丘
測
量
図
や
埴
輪

等
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
前
の
こ
と
に
な
る
が
「
宿
寺
山
古
墳
の
研
究
（
1
）」

と
し
て
報
告
し
て
お
り
（
宇
垣
二
〇
〇
二
）、
小
論
は
そ
れ
に
続
く
た
め
表
題

を
（
2
）
と
し
た
。

一　

墳
丘
と
過
去
の
調
査
記
録

　
（
一
） 

墳
丘
と
外
表
遺
物

　

墳
丘
や
埴
輪
・
須
恵
器
、
ま
た
、
過
去
の
調
査
記
録
な
ど
に
つ
い
て
は
前
報

告
で
記
し
て
お
り
、
そ
れ
を
参
照
願
い
た
い
が
、
古
墳
の
基
礎
的
な
情
報
で
あ

る
た
め
要
点
を
示
し
て
お
く
。

墳
丘　

 

前
方
後
円
墳　

復
元
全
長
一
一
六
m
、
後
円
部
径
推
定
六
四
m
、
同
高

さ
一
〇
・
九
m
。

　
　
　

 

完
全
に
埋
没
し
て
い
る
が
盾
形
の
周
濠
を
伴
う
。
周
堤
の
一
部
が
遺
存

す
る
（
図
2
）。

埴
輪　

円
筒
埴
輪
・
朝
顔
形
埴
輪

　
　
　

形
象
埴
輪
（
蓋
・
盾
・
靱
・
肩
甲
・
草
摺
・
家
）

土
器　

須
恵
器
杯
蓋
・
同
器
台　

土
師
器
壺

　

須
恵
器
は
T
K
二
〇
八
型
式
で
あ
り
、円
筒
埴
輪
の
特
徴
と
よ
く
整
合
す
る
。

古
墳
は
五
世
紀
後
半
の
築
造
で
あ
る
。
こ
の
古
墳
の
特
徴
と
し
て
、
後
円
部
掘

削
面
の
状
況
か
ら
墳
丘
全
体
が
盛
土
で
形
成
さ
れ
た
と
判
断
で
き
る
こ
と
と
、

完
周
す
る
広
い
周
濠
を
も
つ
こ
と
が
あ
る
。
吉
備
の
古
墳
で
は
、
丘
陵
を
利
用

し
て
築
き
盛
土
量
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
周
濠
も
導
入

が
遅
く
、
周
濠
を
設
け
て
も
部
分
的
な
構
築
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
古
墳
の
段
階

で
そ
れ
ら
が
刷
新
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
宇
垣
二
〇
一
四
）。
形
象
埴
輪
は

い
ず
れ
も
小
片
で
あ
る
が
、
器
種
が
豊
富
で
、
首
長
墳
の
特
徴
を
示
す
。
こ
の

ほ
か
、
後
円
部
石
室
は
幅
一
四
五
㎝
と
広
い
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　
（
二
） 

本
墳
の
位
置
づ
け

　

備
中
南
部
に
形
成
さ
れ
る
造
山
・
作
山
古
墳
群
は
、
二
基
の
巨
大
古
墳
、
造

宿
寺
山
古
墳
の
研
究
（
2
） 

宇
　
垣
　
匡
　
雅
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山
古
墳
（
三
五
〇
m
）、
作
山
古
墳
（
二
八
二
m
）、
そ
れ
ら
の
周
辺
域
に
築
か

れ
た
大
形
前
方
後
円
墳
で
あ
る
小
造
山
古
墳
（
一
四
六
m
）
や
、
角
力
取
山
古

墳
（
四
〇
m
）
な
ど
の
方
墳
、
そ
し
て
一
〇
m
前
後
の
円
墳
や
方
墳
か
ら
な
る

法
蓮
古
墳
群
と
い
っ
た
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
規
模
、
墳
形
の
古
墳
か
ら
な
る
（
図

1
）。
古
墳
群
の
形
成
は
前
方
後
円
墳
集
成
編
年
六
期
の
造
山
古
墳
の
築
造
と

と
も
に
は
じ
ま
り
、
五
世
紀
後
葉
の
八
期
ま
で
続
く
。
七
期
に
作
山
古
墳
に
続

い
て
築
か
れ
る
の
が
、
こ
こ
で
示
す
宿
寺
山
古
墳
で
あ
る
。
全
長
一
一
六
m
と

大
形
に
は
属
す
る
が
、
先
行
す
る
作
山
古
墳
と
比
較
す
る
と
大
幅
な
縮
小
と
な

る
。
そ
の
一
方
、
こ
の
時
期
に
は
備
前
に
お
い
て
全
長
二
〇
六
m
で
二
重
周
濠

を
も
つ
巨
大
古
墳
、
両
宮
山
古
墳
が
築
造
さ
れ
る
。

図 1　造山 ･作山古墳群

図 2  宿寺山古墳墳丘　 1：2000
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造
山
・
作
山
古
墳
群
で
宿
寺
山
古
墳
に
続
い
て
築
か
れ
る
の
は
帆
立
貝
式
古

墳
の
新
庄
上
車
塚
古
墳
（
五
〇
m
か
）
や
夫
婦
塚
古
墳
（
四
三
m
）
で
あ
る
。

前
方
後
円
墳
の
築
造
は
な
さ
れ
ず
、
墳
丘
の
規
模
は
さ
ら
に
縮
小
す
る
。
宿
寺

山
古
墳
は
、
古
墳
群
が
巨
大
古
墳
の
継
続
的
な
築
造
か
ら
吉
備
南
部
諸
地
域
と

同
様
な
あ
り
方
へ
と
築
造
の
様
相
を
転
換
し
て
い
く
、
換
言
す
れ
ば
、
王
権
と

こ
の
地
の
首
長
と
の
関
係
が
大
き
く
変
化
す
る
時
期
の
古
墳
で
あ
る
。
同
時
期

の
両
宮
山
古
墳
や
先
行
す
る
二
基
の
巨
大
古
墳
と
比
較
す
れ
ば
小
規
模
と
な
る

も
の
の
、
中
四
国
、
あ
る
い
は
近
畿
の
外
側
と
い
う
区
分
で
見
れ
ば
、
有
数
の

大
形
墳
と
い
え
る
。

　
（
三
） 

副
葬
品
の
出
土

　

後
円
部
か
ら
遺
物
が
出
土
し
た
の
は
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
と
一
九
二

〇
（
大
正
九
）
年
で
あ
り
、
前
方
部
石
室
の
発
掘
は
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）

年
と
さ
れ
る
。
一
九
二
〇
年
の
発
掘
か
ら
数
年
を
へ
た
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）

年
に
梅
原
末
治
、
森
本
六
爾
の
両
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
調
査
に
訪
れ
記
録
を
残
し
て

お
り
（
梅
原
一
九
二
五
、
森
本
一
九
二
六
）、
こ
の
古
墳
に
つ
い
て
の
貴
重
な

情
報
と
な
る
。
た
だ
し
、
発
掘
か
ら
年
月
が
経
過
し
て
い
た
た
め
か（
1
）、
両
氏

の
聞
き
取
り
内
容
は
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
、
不
明
確
な
箇
所
が
残
る
。

　

両
氏
の
記
録
を
も
と
に
ま
と
め
れ
ば
、
以
下
の
内
容
と
な
る
。

後
円
部
石
室
： 

黄
羊
作
獣
帯
盤
竜
鏡
、
変
形
四
神
四
獣
鏡
、
勾
玉
、
ガ
ラ
ス
小　
　
　
　
　
　

玉
、
刀
剣
一
〇
数
点
、
鉄
鏃
多
数
、
金
製
釵

前
方
部
石
室
：
鏡
、
冑
、
刀
剣
多
数
、
鉄
鏃
多
数

　

こ
の
う
ち
後
円
部
石
室
に
つ
い
て
は
、一
八
八
九
年
の
遺
物
の
出
土
位
置
が
、

一
九
二
〇
年
に
遺
物
が
出
土
し
部
分
的
に
遺
存
し
て
い
た
石
室
よ
り
も
北
に
四

間
離
れ
て
い
た
と
い
う
聞
き
取
り
か
ら
森
本
氏
は
二
基
の
竪
穴
式
石
室
を
想
定

し
、
梅
原
氏
は
一
基
の
竪
穴
式
石
室
か
ら
二
度
に
わ
た
っ
て
遺
物
が
出
土
し
た

と
判
断
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
が
妥
当
か
判
断
が
む
ず
か
し
い（
2
）。
な
お
、
図

2
で
の
石
室
位
置
は
筆
者
の
推
定
で
あ
る
。

二　

報
告
資
料
出
土
の
経
緯

　

一
九
八
五
年
一
二
月
に
こ
の
古
墳
を
訪
れ
た
知
人
か
ら
、
古
墳
に
穴
が
掘
ら

れ
鉄
器
が
散
乱
し
て
い
る
と
の
知
ら
せ
を
受
け
た
の
が
、
こ
の
資
料
の
回
収
に

至
る
発
端
で
あ
る
。
掘
削
の
位
置
は
墳
丘
測
量
図
北
側
に
明
瞭
に
見
ら
れ
る
造

り
出
し
部
分
の
中
央
で
あ
り
、
長

さ
二
m
、
幅
一
・
六
m
の
平
面
形

が
長
方
形
、
深
さ
一
・
六
m
以
上

の
穴
が
掘
ら
れ
て
ゴ
ミ
穴
と
し
て

用
い
ら
れ
て
お
り
、
掘
削
土
に
鉄

器
片
が
混
じ
っ
た
状
態
で
あ
っ

た
。
そ
う
し
た
資
料
を
回
収
す
る

と
と
も
に
、
掘
削
壁
面
の
観
察
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
南
側
壁
面
の
中

央
、
地
表
下
一
・
五
m
の
位
置
に
、

あ
る
程
度
の
量
の
鉄
器
片
が
遺
存

す
る
箇
所
が
見
ら
れ
た
。
鉄
器
片

は
破
片
の
状
態
で
あ
り
、
こ
れ
を

包
含
す
る
土
は
埴
輪
片
、
近
世
の

図 3　造り出し上の掘削（南西から）
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陶
磁
器
片
を
含
ん
で
お
り
、下
の
層
に
は
近
世
以
降
の
瓦
片
の
包
含
が
見
ら
れ
、

埋
葬
施
設
等
に
配
置
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
た
。

　

掘
削
壁
面
に
残
る
遺
物
に
つ
い
て
は
、
念
の
た
め
葛
原
克
人
氏
に
立
ち
会
い

を
願
い
、
土
地
所
有
者
の
許
可
を
得
た
う
え
で
後
日
取
り
上
げ
を
行
っ
た
。
割

れ
口
が
新
し
い
鉄
器
破
片
が
不
規
則
に
集
ま
っ
た
状
態
で
あ
り
、
古
墳
の
遺
構

に
伴
う
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
た
。
掘
削
壁
面
に
接
す
る
位
置

に
鉄
器
片
の
ま
と
ま
り
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
の
平
面
的
な

広
が
り
、
掘
削
の
さ
ら
に
外
側
（
墳
丘
側
）
に
続
く
の
か
な
ど
は
明
ら
か
で
な

い
。
そ
の
後
、
掘
削
土
中
の
破
片
の
回
収
に
努
め
た
。
す
で
に
穴
に
は
か
な
り

の
量
の
ゴ
ミ
が
投
入
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
除
去
し
て
の
検
索
ま
で
は
行
え
な

か
っ
た
。

　

図
2
に
示
す
よ
う
に
、
造
り
出
し
上
面
の
現
況
の
高
さ
は
前
方
部
前
側
に
設

け
ら
れ
た
畑
の
高
さ
と
等
し
く
、
推
定
さ
れ
る
本
来
の
造
り
出
し
上
面
よ
り
も

か
な
り
高
い
。
畑
の
造
成
の
た
め
前
方
部
前
側
を
削
り
、
削
っ
た
土
を
造
り
出

し
付
近
な
ど
に
入
れ
て
か
さ
上
げ
し
た
と
み
ら
れ
、
鉄
器
片
は
そ
れ
に
含
ま
れ

る
。
鉄
器
類
が
ま
と
め
て
廃
棄
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
造
成
が
い
つ
ご
ろ

な
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
掘
削
壁
断
面
の
西
側
に
は
こ
の
造
成
土
等

を
大
き
く
掘
り
込
ん
だ
状
況
が
見
ら
れ
、
そ
れ
が
か
つ
て
そ
の
付
近
に
設
け
ら

れ
た
と
い
う
防
空
壕
の
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
一
九
四
五
年
頃
よ
り
も
前
と

な
る
。

　

こ
れ
ら
の
遺
物
が
、
後
円
部
、
前
方
部
い
ず
れ
の
竪
穴
式
石
室
か
ら
出
土
し

た
も
の
か
は
明
ら
か
に
し
が
た
い
。
前
方
部
石
室
出
土
遺
物
と
し
て
冑
が
伝
え

ら
れ
、
そ
れ
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
一
方
、
梅
原
氏
の
報
文
に
は
古
墳
に
後

円
部
石
室
出
土
の
鉄
器
が
遺
棄
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
は
「
柳
葉
状
に
近
い
短

剣
形
」
の
鉄
鏃
が
含
ま
れ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
図
6
等
に
示
す
鉄
鏃
を
指
す

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
梅
原
氏
作
成
の
墳
丘
図
で
は
す
で
に
前
方
部
の
畑

が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
遺
物
は
一
八
八
九
年
出
土
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

三　

副
葬
品

　

鉄
器
は
鉄
刀
、
鉄
剣
、
鉄
矛
、
鉄
鏃
、
短
甲
、
頸
甲
、
肩
甲
、
馬
具
等
と
種

類
は
多
く
、
こ
の
古
墳
の
副
葬
品
の
概
略
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ほ
ぼ
す
べ

て
の
破
片
の
割
れ
口
は
新
し
く
、銹
が
付
く
古
い
破
面
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。

元
は
完
形
の
状
態
で
遺
存
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

土
が
銹
着
す
る
も
の
は
少
な
く
、
石
室
の
空
間
に
所
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
石
室
の
礫
敷
は
厚
さ
三
〇
㎝
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
良
好
な
環
境
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
一
部
の
鉄
鏃
を
の
ぞ
い
て
鉄
器
の
表
面
は
光
沢
の
あ
る
黒
色

を
呈
す
る
。
全
体
が
安
定
し
た
銹
の
状
態
に
変
化
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、

本
体
と
銹
の
ふ
く
れ
に
大
き
な
差
が
な
く
な
り
表
面
が
溶
融
し
た
か
に
見
え
る

状
態
で
あ
る
た
め
、
鉄
鏃
の
細
部
形
状
や
鋲
の
確
認
が
む
ず
か
し
く
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
い
ず
れ
も
器
壁
が
厚
く
な
っ
て
お
り
、
本
来
の
断
面
形
は
不
明
あ

る
い
は
推
定
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
が
多
い
。

（
一
）
刀
・
剣
・
矛
（
図
4
）

　

鉄
刀
の
破
片
八
点
、
鉄
剣
の
破
片
八
点
、
茎
の
破
片
三
点
が
あ
る
。
刀
1
〜

8
の
身
幅
は
、
2
：
二
・
五
㎝
、
4
：
二
・
六
㎝
、
7
：
二
・
七
㎝
、
1
・
3
：

二
・
八
㎝
、8
：
二
・
九
㎝
、5
・
6
：
三
・
〇
㎝
で
、細
身
の
刀
か
ら
な
る
。
2
、

5
の
下
面
側
、
7
に
は
木
質
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
5
に
は
他
の
個
体
が
、
3
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図 4　刀 ･剣 ･矛　 1：3
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に
は
別
の
製
品
が
付
着
し
た
痕
が
残
る
。
な
お
、
3
の
片
面
に
は
部
分
的
に
薄

く
緑
青
が
付
着
す
る
が
、
158
〜
160
か
ら
の
緑
青
か
と
思
わ
れ
る
。
6
は
刀
身
下

部
か
ら
茎
に
か
け
て
の
破
片
で
、
関
か
ら
緩
や
か
に
茎
に
移
行
す
る
。
9
は
小

形
の
刀
の
関
付
近
で
、
茎
に
は
目
釘
穴
が
残
る
。

　

鉄
剣
は
身
部
下
端
の
15
で
幅
四
四
㎜
で
あ
る
。
16
〜
19
は
木
質
が
よ
く
遺
存

し
て
お
り
同
一
個
体
の
可
能
性
も
あ
る
。

　

茎
10
・
11
に
は
目
釘
穴
が
あ
り
、
表
面
に
は
木
質
が
遺
存
す
る
。
11
の
茎
尻

は
丸
く
、
剣
の
茎
で
あ
る
。

　

以
上
の
刀
お
よ
び
剣
は
複
数
の
個
体
か
ら
な
る
と
み
て
よ
く
、
刀
剣
が
多
量

に
副
葬
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
。

　

鉄
矛
20
は
袋
部
か
ら
身
部
下
端
に
か
け
て
の
部
分
で
、
身
部
の
断
面
は
菱
形

で
あ
る
。
関
か
ら
先
が
か
な
り
狭
ま
る
が
、
そ
の
先
で
細
長
く
の
び
る
形
態
か

と
思
わ
れ
る
。

 （
二
）
鉄
鏃

　

鉄
鏃
は
短
茎
鏃
、
鳥
舌
鏃
、
長
頸
鏃
な
ど
か
ら
な
る
。
長
頸
鏃
は
少
な
い
が
、

折
損
し
や
す
い
た
め
十
分
に
集
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

短
茎
鏃
（
図
5
）　

三
角
形
に
近
い
鏃
身
に
薄
く
短
い
茎
部
が
付
く
。
逆
刺
の

角
度
が
広
い
21
〜
24
、
鏃
身
が
長
く
逆
刺
が
長
い
25
、
鏃
身
幅
が
広
い
26
・
27

に
細
別
で
き
る
。
28
は
茎
部
で
あ
る
。
21
〜
25
に
は
鏃
身
の
中
央
に
長
方
形
の

孔
が
設
け
ら
れ
る
が
、
22
・
25
は
銹
に
よ
っ
て
孔
が
狭
ま
り
小
さ
な
円
孔
と

な
っ
て
お
り
、
21
・
23
・
24
で
は
銹
で
完
全
に
埋
ま
っ
て
表
面
観
察
で
は
孔
を

確
認
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。
鏃
身
の
表
面
に
は
根
挟
み
の
木
質
が
遺
存
し
て

い
る
が
、
22
・
24
で
は
そ
れ
が
孔
を
こ
え
て
上
に
続
い
て
お
り
、
孔
が
鏃
身
と

根
挟
み
を
固
定
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

29
は
扁
平
で
幅
が
あ
る
小
片
で
、
下
端
に
小
さ
な
逆
刺
が
あ
る
。
随
庵
古
墳

出
土
の
大
形
短
茎
鏃
（
図
13
）
に
は
、
長
く
逆
刺
が
の
び
、
そ
れ
の
内
側
に
さ

ら
に
逆
刺
が
付
く
も
の
が
あ
る
が
、そ
れ
と
同
様
の
鏃
の
破
片
と
考
え
て
お
く
。

30
の
形
態
は
不
明
で
あ
る
が
、
厚
み
の
あ
る
鏃
身
が
折
れ
て
お
り
、
そ
の
位
置

か
ら
、
長
い
鏃
身
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。　

鳥
舌
鏃
（
柳
葉
C
式
）（
図
5
〜
7
）　

31
〜
64
。
上
半
部
や
下
半
部
の
破
片
を

含
む
が
、
そ
れ
ら
が
同
一
個
体
に
な
る
可
能
性
は
ほ
ぼ
な
く
、
三
四
点
以
上
で

あ
っ
た
こ
と
に
な
る（
3
）。
山
形
関
が
明
瞭
で
な
く
ナ
デ
関
あ
る
い
は
斜
関
に

な
る
も
の
や
、
鏃
身
側
面
が
ほ
ぼ
直
線
で
S
字
の
カ
ー
ブ
を
な
さ
な
い
も
の
を

含
む
。
最
終
段
階
の
鳥
舌
鏃
と
判
断
す
る
。

　

34
を
例
に
あ
げ
れ
ば
、
全
長
一
〇
・
四
㎝
、
鏃
身
幅
二
・
二
㎝
、
先
端
か
ら
関

ま
で
八
・
〇
㎝
で
あ
る
。
重
量
も
あ
り
、
現
状
で
31
が
四
七
g
、
35
が
四
一
g
、

49
が
三
三
g
で
あ
る
。

　

先
端
が
尖
り
気
味
の
も
の
や
丸
み
の
強
い
も
の
な
ど
、
平
面
形
や
大
き
さ
は

あ
る
程
度
の
ば
ら
つ
き
を
も
つ
。
44
〜
47
の
よ
う
に
関
ま
で
刃
が
続
く
も
の
が

見
ら
れ
る
一
方
、
31
や
34
な
ど
で
は
刃
は
関
に
達
せ
ず
関
上
側
の
断
面
は
長
方

形
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。
後
者
は
大
き
め
の
個
体
の
特
徴
ら
し
い
が
、
厚
く
な

る
鏃
身
下
半
は
銹
に
よ
る
膨
ら
み
が
顕
著
で
、
本
来
長
方
形
の
断
面
で
あ
る
の

か
レ
ン
ズ
形
断
面
が
見
か
け
の
う
え
で
長
方
形
に
な
っ
て
い
る
の
か
判
断
し
が

た
い
も
の
が
多
く
、
そ
れ
ら
の
断
面
は
破
線
で
示
し
た
。
先
端
が
わ
ず
か
に
欠

損
す
る
も
の
も
含
め
て
で
あ
る
が
、
先
端
か
ら
関
ま
で
の
長
さ
で
は
七
・
七
〜

八
・
三
㎝
と
七
・
〇
〜
七
・
四
㎝
の
二
群
に
区
分
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
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矢
柄
と
の
接
続
状
態

を
残
す
の
は
31
・
35
・

49
で
、
31
で
は
矢
柄
の

木
質
と
口
巻
き
の
お
そ

ら
く
樹
皮
が
部
分
的
に

残
る
。

　

31
・
35
・
39
・
40
・

42
・
48
・
50
・
58
・
59

・
64
で
は
他
の
個
体
の

銹
着
が
見
ら
れ
、
48
と

64
は
付
着
し
て
い
た
可

能
性
が
あ
り
、
こ
れ
ら

は
矢
束
の
状
態
で
あ
っ

た
と
判
断
で
き
る
。
63

に
は
長
頸
鏃
頸
部
が
銹

着
し
て
い
る
。
ま
た
、

34
・
40
・
41
・
47
・
50

・
53
で
は
他
個
体
の
矢

柄
で
あ
ろ
う
か
、
小
さ

い
木
質
の
付
着
が
見
ら

れ
る
。

  

65
・
67
は
関
が
不
明

瞭
に
な
る
。
68
は
左
右

図 5　鉄鏃( 1 )　 1：2
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図 6　鉄鏃( 2 )　 1：2
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図 7　鉄鏃( 3 )　 1：2
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図 8　鉄鏃( 4 )　 1：2
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が
非
対
称
で
鏃
身
の
中
ほ
ど
で
身
幅
が
広
く
な
る
。
69
の
左
下
部
分
は
古
い
欠

損
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
図
示
し
た
形
状
が
本
来
と
考
え
て
お
く
。
70
は
細
長

く
、
両
側
縁
は
刃
に
な
る
。
こ
れ
ら
は
前
記
と
は
形
態
が
異
な
り
鳥
舌
鏃
で
は

な
い
が
、
類
似
し
た
大
き
さ
で
あ
り
銹
の
状
態
も
同
様
で
、
一
連
の
鏃
と
し
て

扱
わ
れ
た
と
み
て
よ
い
。

円
孔　

以
上
に
示
し
た
鳥
舌
鏃
等
の
い
く
つ
か
に
は
円
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
。

す
べ
て
銹
で
埋
ま
っ
て
お
り
肉
眼
観
察
で
把
握
で
き
る
も
の
は
な
く
、
X
線
写

真
で
の
確
認
で
あ
る
。
円
孔
が
あ
る
の
は
31
・
38
・
42
・
44
・
45
・
48
・
54
・

55
・
68
で
あ
る
。
69
も
円
孔
を
も
つ
可
能
性
が
あ
る
が
確
定
が
む
ず
か
し
く
、

上
記
の
九
点
が
有
孔
と
判
断
す
る
。
鏃
身
下
部
の
み
の
破
片
を
の
ぞ
い
た
資
料

三
二
点
の
う
ち
の
九
点
が
円
孔
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。

　

円
孔
の
直
径
は
ほ
ぼ
三
㎜
が
多
い
が
、
若
干
小
さ
い
二
㎜
の
も
の
も
あ
り
同

一
で
は
な
い
。
す
べ
て
正
円
形
で
、
目
釘
穴
の
穿
孔
と
同
じ
手
法
で
設
け
た
と

推
定
で
き
る
。

柳
葉
鏃
（
図
8
）　

79
〜
92
。
79
が
身
幅
一
五
㎜
で
あ
る
の
に
対
し
、
80
以
下

は
一
二
〜
一
三
㎜
で
大
き
さ
が
異
な
る
。
79
に
は
同
形
の
別
個
体
の
先
端
が
付

着
し
て
お
り
、
こ
の
タ
イ
プ
も
複
数
個
体
が
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。
79
は
別
に

長
頸
鏃
が
付
着
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
個
体
の
向
き
は
異
な
っ
て
お
り
、
そ
ろ

え
て
置
か
れ
て
い
な
い
。

  

身
幅
が
細
い
一
群
（
80
〜
92
）
は
、
剣
形
の
鏃
身
で
薄
い
造
り
で
あ
る
。
80

は
左
右
対
称
で
あ
る
が
、
86
や
88
は
先
端
が
や
や
偏
る
。
84
は
鏃
身
下
半
が
狭

ま
っ
て
角
柱
状
の
頸
部
を
作
り
出
す
の
に
対
し
、
85
・
91
は
緩
や
か
に
幅
を
狭

め
て
茎
に
移
行
す
る
。
85
・
86
・
92
で
は
先
端
が
重
な
っ
た
状
態
で
銹
着
し
て

お
り
、
矢
束
の
状
態
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

長
頸
鏃
（
図
7
・
8
）　

い
ず
れ
も
折
損
し
て
小
片
と
な
っ
て
い
る
。
鏃
身
は
93

〜
98
が
あ
る
が
、
形
態
は
多
様
で
あ
る
。
柳
葉
形
の
鏃
身
を
も
つ
93
は
複
数
の
個

体
が
銹
着
し
た
状
態
を
示
す
。
断
面
の
下
側
が
平
坦
で
あ
る
が
下
の
個
体
の
影

響
の
よ
う
で
あ
り
、
片
丸
造
り
と
確
定
は
で
き
な
い
。
94
〜
96
は
短
く
小
さ
い

鏃
身
で
あ
る
。
98
は
片
刃
で
、
97
も
同
様
の
可
能
性
が
強
い
。
こ
れ
ら
の
頸
部

は
い
ず
れ
も
細
く
、
同
様
に
細
い
103
〜
106
が
こ
れ
に
続
き
、
さ
ら
に
107
以
降
が

そ
れ
ら
の
基
部
に
な
る
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
長
頸
鏃
の
頸
部
破
片
で
は

幅
が
広
く
し
っ
か
り
し
た
造
り
の
71
〜
74
が
あ
り
、
こ
れ
が
前
記
と
一
体
で
あ
っ

た
と
は
考
え
に
く
く
、
異
な
る
鏃
身
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

柳
葉
鏃
と
長
頸
鏃
の
う
ち
、
79
や
93
な
ど
一
部
は
鳥
舌
鏃
と
同
じ
銹
で
あ
る

が
、
大
部
分
は
赤
銹
が
付
い
て
お
り
遺
存
状
態
が
や
や
異
な
る
。
後
述
の
短
甲

で
は
下
部
の
裾
板
等
に
赤
銹
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
柳
葉
鏃
や
長
頸
鏃
の
上

に
鳥
舌
鏃
が
置
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
三
）
短
甲

　

三
角
板
鋲
留
短
甲
と
付
属
具
が
あ
る
。重
複
す
る
部
位
の
破
片
は
見
ら
れ
ず
、

一
領
分
で
あ
る
。

短
甲
（
図
9
・
10
）　

116
は
後
胴
押
付
板
か
ら
上
段
帯
金
に
か
け
て
の
破
片
で

あ
る
。
左
破
片
の
押
付
板
に
は
斜
め
に
細
い
帯
状
の
も
の
が
付
着
し
た
痕
跡
が

見
ら
れ
、
ワ
タ
ガ
ミ
の
痕
か
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
右
破
片
の
破
片
左
端
近
く

に
は
目
が
ご
く
細
か
い
布
の
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
117
で
は
目
の
粗
い
布

の
痕
跡
が
あ
る
。
120
・
123
・
125
は
横
方
向
の
カ
ー
ブ
を
も
た
ず
、
後
胴
中
央
の

下
側
と
思
わ
れ
る
。
128
は
前
胴
の
竪
上
板
。
127
は
前
胴
引
合
板
か
。
126
は
127
に
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図 9　短甲( 1 )　 1：3
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近
い
位
置
と
思
わ
れ
る
。
134
は
蝶
番
板
の
下
端
か
。

　

121
・
132
・
133
な
ど
の
よ
う
に
鉄
板
の
端
に
は
小
孔
が
七
〜
九
㎜
の
間
隔
で

配
置
さ
れ
る
。
133
で
は
端
か
ら
一
㎝
弱
の
幅
で
、
131
は
小
孔
は
見
ら
れ
な
い

が
ほ
ぼ
同
じ
幅
で
銹
の
状
態
が
変
わ
っ
て
お
り
、
革
包
覆
輪
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
135
・
136
は
裾
板
で
あ
る
。
136
の
下
端
は
細
部
を
判
断
し
に
く
い
状

態
で
あ
る
が
、
鉄
包
覆
輪
と
思
わ
れ
る
。

頸
甲
・
肩
甲
（
図
11
）　

137
〜
142
・
151
は
頸
甲
で
あ
る
。
137
は
向
か
っ
て
右

の
前
側
、
140
が
左
の
後
側
か
と
思
わ
れ
る
。
他
は
破
片
位
置
の
推
定
が
む
ず

か
し
い
。
142
は
引
合
板
の
下
端
か
。
143
は
頸
甲
の
一
部
と
思
わ
れ
る
が
、
左

右
に
緩
い
反
り
を
も
つ
点
で
140
や
141
と
は
異
な
る
。
鉄
板
が
鋲
で
留
め
ら
れ

る
151
は
全
体
が
平
板
で
あ
る
が
引
合
板
と
思
わ
れ
る
。152
は
曲
が
り
が
強
い
。

頸
甲
の
一
部
と
考
え
て
お
く
。

  

全
体
の
形
状
が
明
ら
か
で
な
く
下
端
の
形
状
が
わ
か
ら
な
い
が
、
137
・
140

は
側
縁
が
中
軸
に
対
し
て
か
な
り
斜
め
に
な
っ
て
お
り
、
頸
甲
編
年
の
新
し

い
段
階
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

  

144
〜
150
が
肩
甲
で
、
幅
は
い
ず
れ
も
三
・
一
㎝
で
あ
る
。
側
縁
に
そ
っ
て

威
孔
が
配
さ
れ
て
い
る
。
145
は
二
枚
が
部
分
的
に
重
な
っ
た
状
態
で
あ
る
。

150
で
は
縁
に
木
質
が
見
ら
れ
る
。

（
四
）
そ
の
他
の
器
種
（
図
12
）

　

棒
状
の
154
は
ヤ
リ
ガ
ン
ナ
か
と
思
わ
れ
る
。
わ
ず
か
に
反
り
を
も
つ
153
は

そ
れ
の
先
端
付
近
か
。
図
示
し
た
裏
面
の
一
部
に
木
質
が
付
く
が
、
本
来
か

二
次
的
な
付
着
か
判
断
し
が
た
い
。
155
は
縁
を
外
反
さ
せ
る
小
片
で
、
図
の

縦
方
向
に
わ
ず
か
な
カ
ー
ブ
を
も
つ
。
156
は
薄
い
鉄
板
二
つ
が
銹
で
つ
な

図10　短甲( 2 )　 1：3
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が
っ
て
い
る
。

　

157
は
絞
具
の
破
片
と
思
わ
れ
る
。

　

158
〜
160
は
鉄
地
金
銅
張
の
製
品
で
、
三

点
は
同
一
個
体
と
み
て
よ
い
。
159
・
160
は

短
い
破
片
で
あ
る
が
、
比
較
的
長
い
158
を

含
め
て
側
面
形
に
カ
ー
ブ
は
認
め
ら
れ

な
い
。
158
の
下
端
は
折
れ
て
曲
が
っ
た
状

態
で
あ
る
。
半
円
形
あ
る
い
は
U
字
形
の

断
面
を
な
す
が
、
幅
は
158
が
一
四
㎜
、
他

が
一
〇
㎜
で
あ
り
、
徐
々
に
幅
を
狭
め
る

と
判
断
で
き
る
。
鉄
銹
が
表
面
の
多
く
を

覆
う
が
、
内
面
に
も
緑
青
が
見
ら
れ
、
全

体
が
金
銅
張
か
と
思
わ
れ
る
。
159
で
は
外

面
に
部
分
的
に
金
が
残
る
。
159
・
160
で
は

内
側
に
黒
褐
色
の
漆
膜
状
の
も
の
が
見

ら
れ
る
。
こ
れ
は
159
で
は
内
面
か
ら
は
浮

い
て
両
端
で
接
着
し
て
お
り
、
160
で
は
内

面
に
付
着
し
た
状
態
で
あ
る
。
木
質
等
は

見
ら
れ
な
い
。
形
状
か
ら
鞍
の
覆
輪
と
判

断
で
き
る
が
、
各
破
片
の
部
位
は
明
ら
か

で
な
い
。

  

中
期
古
墳
で
金
銅
装
の
鞍
を
副
葬
す
る

例
は
少
な
く
、
大
阪
府
誉
田
丸
山
古
墳
や

図11　頸甲・肩甲ほか　 1：3
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同
長
持
山
古
墳
、
和
歌
山
県

大
谷
古
墳
な
ど
が
知
ら
れ
て

お
り
、
巨
大
古
墳
の
陪
塚
や

地
域
の
有
力
墳
で
あ
る
。
資

料
は
宿
寺
山
古
墳
の
位
置
を

示
す
と
と
も
に
、
数
少
な
い

馬
具
資
料
と
し
て
重
要
で
あ

る（
4
）。

四　

資
料
の
性
格

　

回
収
で
き
た
資
料
は
以
上

で
あ
る
。
本
来
の
副
葬
品
の

一
部
に
す
ぎ
な
い
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
の
構
成
の
一
端
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

資
料
の
う
ち
、
こ
の
古
墳

を
特
徴
づ
け
る
の
は
、
点
数

も
多
い
鳥
舌
鏃（
柳
葉
C
式
）

で
あ
る
。
鳥
舌
鏃
は
古
墳
時

代
中
期
の
副
葬
鏃
を
特
徴
づ

け
る
鉄
鏃
で
あ
り
、
百
舌
鳥

・
古
市
古
墳
群
を
は
じ
め

と
す
る
近
畿
地
方
中
枢
部

の
有
力
古
墳
か
ら
普
遍
的
に
出
土
し
て
お
り
、
中
期
初
頭
に
勢
力
を
も
っ
た

政
権
の
中
枢
が
そ
の
創
出
に
深
く
か
か
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
鈴
木

二
〇
〇
三
）。

　

改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、鳥
舌
鏃
を
副
葬
す
る
古
墳
は
畿
内
に
集
中
し
、

大
阪
府
野
中
古
墳
、
京
都
府
恵
解
山
古
墳
以
下
の
数
多
く
が
知
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
福
岡
県
月
岡
古
墳
や
南
九
州
の
古
墳
、
東
京
都
野
毛
大
塚
古
墳
を
は
じ

め
と
す
る
関
東
、
東
海
の
古
墳
に
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
、
中
四
国
に
目
を

転
じ
る
と
、
こ
こ
で
は
分
布
が
僅
少
で
あ
る
。
鳥
舌
鏃
を
副
葬
す
る
古
墳
は
、

管
見
の
範
囲
で
徳
島
県
恵
解
山
二
号
墳
、
同
国
高
山
古
墳
、
高
知
県
長
畝
二
号

墳
、
鳥
取
県
西
浦
山
古
墳
、
広
島
県
吹
越
五
号
墳
な
ど
が
知
ら
れ
る
に
す
ぎ
な

い（
5
）。
宿
寺
山
古
墳
は
こ
の
地
域
に
お
い
て
希
少
な
存
在
と
い
っ
て
よ
い
。

　

宿
寺
山
古
墳
の
鳥
舌
鏃
に
は
高
い
比
率
で
小
さ
な
円
孔
が
見
ら
れ
る
。
円
孔

を
も
つ
鉄
鏃
あ
る
い
は
銅
鏃
は
弥
生
時
代
後
期
末
の
資
料
か
ら
見
ら
れ
（
岩
井

図12　その他の器種　 1：2

図13　随庵古墳出土鉄鏃　 1：3
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二
〇
〇
六
）、
古
墳
時
代
前
期
で
は
鉄
鏃
の
形
式
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
京

都
府
椿
井
大
塚
山
古
墳
や
大
阪
府
紫
金
山
古
墳
、
福
島
県
会
津
大
塚
山
古
墳
な

ど
の
副
葬
鏃
の
一
部
で
認
め
ら
れ
る
。
畿
内
の
主
要
中
期
古
墳
で
は
武
器
・
武

具
が
大
量
に
副
葬
さ
れ
、
鉄
鏃
も
大
量
に
出
土
す
る
例
が
多
い
が
、
そ
う
し
た

副
葬
鏃
の
う
ち
大
阪
府
ア
リ
山
古
墳
出
土
の
二
段
逆
刺
鏃
、
京
都
府
恵
解
山
古

墳
の
定
角
式
鏃
な
ど
で
は
複
数
の
円
孔
が
配
さ
れ
る
。
特
異
な
形
状
の
二
段
逆

刺
鏃
等
に
見
ら
れ
る
円
孔
は
、
鏃
の
特
殊
性
を
強
調
す
る
も
の
と
評
価
さ
れ
て

い
る
（
鈴
木
二
〇
〇
三
）。

　

鳥
舌
鏃
は
、
た
と
え
ば
京
都
府
恵
解
山
古
墳
で
は
出
土
鉄
鏃
四
七
二
点
の
う

ち
三
二
三
点
を
占
め
る
な
ど
、
副
葬
鏃
の
主
体
と
な
る
形
式
で
あ
る
が
、
そ
れ

に
円
孔
を
設
け
た
例
は
、
宿
寺
山
古
墳
を
の
ぞ
け
ば
百
舌
鳥
古
墳
群
に
属
す
る

大
阪
府
城
ノ
山
古
墳
と
古
市
古
墳
群
の
藤
の
森
古
墳
の
資
料
が
知
ら
れ
る
に
す

ぎ
な
い
。
城
ノ
山
古
墳
が
宿
寺
山
古
墳
と
同
じ
七
期
、
藤
の
森
古
墳
が
続
く
八

期
で
、
三
基
の
年
代
は
近
い
。
中
期
の
後
半
に
至
っ
て
円
孔
を
も
つ
鳥
舌
鏃
が

出
現
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
か
ら
の
様
相
で
あ
る
の
か
が
問
題
で
あ

る
が
、
城
ノ
山
古
墳
、
藤
の
森
古
墳
の
両
者
と
も
調
査
の
実
施
は
古
く
、
後
に

行
わ
れ
た
資
料
再
整
理
の
X
線
写
真
撮
影
で
円
孔
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
鉄
鏃

が
大
量
に
出
土
し
た
古
墳
の
調
査
の
多
く
は
か
な
り
古
い
年
次
で
あ
る
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
再
整
理
を
経
な
け
れ
ば
確
定
は
む
ず
か
し
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
小
孔
は
武
器
と
し
て
の
機
能
に
か
か
わ
る
も
の
で

は
な
い
う
え
に
簡
単
に
形
成
で
き
る
も
の
で
も
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
通
常

の
鏃
と
の
差
別
化
で
あ
り
、
儀
仗
と
し
て
の
機
能
を
よ
り
高
く
表
示
し
た
も
の

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

吉
備
、
広
く
は
中
四
国
の
通
常
の
古
墳
と
は
異
な
っ
て
、
政
権
中
枢
の
百
舌

鳥
・
古
市
古
墳
群
の
副
葬
鏃
と
共
通
の
鉄
鏃
を
副
葬
す
る
宿
寺
山
古
墳
被
葬
者

の
位
置
は
あ
る
意
味
明
瞭
で
あ
ろ
う
。
規
格
に
す
ぐ
れ
た
こ
の
時
期
の
短
甲
は

畿
内
中
枢
で
製
作
さ
れ
列
島
各
地
に
配
布
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ

は
吉
備
で
は
随
庵
古
墳
な
ど
中
規
模
の
古
墳
か
ら
も
出
土
す
る
。
そ
う
し
た
い

わ
ば
基
本
的
な
品
目
に
加
え
て
、
金
銅
装
の
鞍
、
ま
た
、
鳥
舌
鏃
を
副
葬
し
て

お
り
、
政
権
と
の
密
接
な
関
係
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
中
央
政
権

か
ら
の
器
財
の
授
与
、
贈
与
に
対
し
て
、
受
け
手
は
服
属
や
奉
仕
を
行
う
こ
と

に
な
る
。
宿
寺
山
古
墳
の
被
葬
者
は
吉
備
の
西
側
を
取
り
ま
と
め
、
政
権
に
参

画
し
仕
え
る
、
そ
う
し
た
関
係
を
鉄
器
群
は
表
示
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

資
料
は
、
出
土
遺
物
に
つ
い
て
の
一
連
の
手
続
き
を
へ
て
、
岡
山
県
立
博
物

館
に
収
蔵
し
て
い
る
。

　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
永
嶋
正
春
氏
に
X
線
写
真
撮
影
を
お
願
い
し
、
資
料

の
整
理
・
検
討
に
活
用
し
た
。ま
た
、原
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
ラ
イ
ア
ン
・
ジ
ョ

セ
フ
氏
、
尾
上
元
規
氏
、
片
山
健
太
郎
氏
か
ら
多
く
の
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

末
筆
な
が
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

　《
註
》

（
1
） 　

梅
原
氏
は
二
日
間
で
こ
う
も
り
塚
古
墳
、赤
坂
龍
塚
古
墳
、宿
寺
山
古
墳
の
三
基
を
調
査
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
墳
丘
や
石
室
の
図
も
作
成
す
る
。
た
い
へ
ん
な
速
さ
で
あ
り
、
そ
の
分
、
聞
き

取
り
に
十
分
な
時
間
が
な
か
っ
た
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。

（
2
） 　

葛
原
克
人
氏
は
一
九
六
七
年
時
点
で
後
円
部
中
央
に
小
竪
穴
式
石
室
の
一
部
が
遺
存
し
て

い
た
と
し
、
森
本
氏
の
見
解
を
支
持
す
る
（
葛
原
二
〇
〇
三
）。
し
か
し
な
が
ら
、「
後
円
部

第
二
石
室
」
は
一
九
二
四
年
の
調
査
時
に
残
存
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
聞
き
取
り
か
ら
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の
推
定
で
あ
る
。
さ
ら
に
別
の
石
室
が
あ
っ
た
の
か
、
石
室
石
材
を
利
用
し
た
石
垣
で
は
な

ど
の
疑
問
も
生
じ
、
理
解
は
困
難
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

（
3
） 　

古
墳
に
放
置
さ
れ
て
い
た
鉄
器
は
森
本
六
爾
氏
が
も
ら
い
受
け
て
お
り
、
そ
れ
に
は
鉄
鏃

も
含
ま
れ
る
よ
う
で
、
本
来
の
数
は
多
く
な
る
。

（
4
） 　

鞍
覆
輪
金
具
に
つ
い
て
は
片
山
健
太
郎
氏
か
ら
詳
細
な
教
示
を
得
た
。

（
5
） 　
『
岡
山
県
史
』
掲
載
の
天
狗
山
古
墳
出
土
遺
物
図
に
は
鳥
舌
鏃
一
点
の
掲
載
が
あ
る
が
、
東

京
国
立
博
物
館
資
料
の
調
査
で
は
確
認
で
き
ず
（
松
木
ほ
か
二
〇
一
四
）、
他
古
墳
の
資
料
図

が
混
入
し
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
が
岡
山
県
関
係
と
す
れ
ば
、
宿
寺
山
古
墳
以
外
に
も
鳥
舌

鏃
を
副
葬
す
る
古
墳
が
所
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

《
引
用
文
献
》  

・
岩
井
顕
彦
「
有
孔
鉄
鏃
か
ら
み
た
古
墳
副
葬
鉄
鏃
の
系
譜
」『
考
古
学
研
究
』
第
五
三
巻
第
二
号
、

五
四
‐
七
二
頁　

二
〇
〇
六
年

・
宇
垣
匡
雅「
宿
寺
山
古
墳
の
研
究（
一
）」『
環
瀬
戸
内
海
の
考
古
学
―
平
井
勝
氏
追
悼
論
文
集
―
』、

二
三
九
‐
二
五
八
頁　

二
〇
〇
二
年

・
宇
垣
匡
雅「
周
濠
の
地
方
伝
播
に
関
す
る
一
試
論
―
吉
備
の
事
例
を
中
心
に
―
」『
天
狗
山
古
墳
』、

一
二
九
‐
一
三
七
頁　

二
〇
一
四
年

・
梅
原
末
治
「
備
中
都
窪
郡
の
二
三
の
墳
壟
に
就
い
て
」『
歴
史
と
地
理
』
第
一
五
巻
第
一
号
、

一
〇
九
‐
一
三
一
頁　

一
九
二
五
年

・
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
編
『
野
中
古
墳
と
「
倭
の
五
王
」
の
時
代
』
大
阪
大
学
出
版
会　

二
〇
一
四
年

・
尾
上
元
規
「
古
墳
時
代
中
期
鉄
鏃
の
編
年
と
地
域
性
―
中
国
四
国
地
方
を
中
心
と
し
て
―
」『
中

期
古
墳
研
究
の
現
状
と
課
題
Ⅰ
―
広
域
編
年
と
地
域
編
年
の
齟
齬
―
』
中
国
四
国
前
方
後
円
墳

研
究
会
第
二
〇
回
研
究
集
会
発
表
要
旨
集
・
資
料
集
、
六
一
‐
七
二
頁　

二
〇
一
七
年

・
鎌
木
義
昌
・
間
壁
忠
彦
・
間
壁
葭
子
『
総
社
市
随
庵
古
墳
』
総
社
市
教
育
委
員
会　
一
九
六
五
年

・
川
畑　

純
『
武
具
が
語
る
古
代
史
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会　

二
〇
一
五
年

・
葛
原
克
人
「
宿
寺
山
古
墳
」『
山
手
村
史
資
料
編
』、
七
一
‐
七
四
頁　

二
〇
〇
三
年

・
小
森
牧
人
・
鈴
木
康
高
「
同
志
社
大
学
所
蔵
堺
市
城
ノ
山
古
墳
出
土
資
料
調
査
報
告
（
一
）」『
同

志
社
大
学
歴
史
資
料
館
報
』
第
一
二
号
、
二
三
‐
四
六
頁　

二
〇
〇
八
年

・
齊
藤
大
輔
「
古
墳
時
代
中
期
刀
剣
の
編
年
」『
中
期
古
墳
研
究
の
現
状
と
課
題
Ⅰ
―
広
域
編
年
と

地
域
編
年
の
齟
齬
―
』
中
国
四
国
前
方
後
円
墳
研
究
会
第
二
〇
回
研
究
集
会
発
表
要
旨
集
・
資

料
集
、
七
三
‐
八
八
頁　

二
〇
一
七
年

・
鈴
木
一
有
「
交
易
さ
れ
る
鉄
鏃
」『
表
象
と
し
て
の
鉄
器
副
葬
』
第
七
回
鉄
器
文
化
研
究
集
会
発

表
要
旨
集
、
七
五
‐
九
四
頁　

二
〇
〇
〇
年

・
鈴
木
一
有
「
中
期
古
墳
に
お
け
る
副
葬
鏃
の
特
質
」『
帝
京
大
学
山
梨
文
化
財
研
究
所
研
究
報
告
』

第
一
一
集
、
四
九
‐
六
九
頁　

二
〇
〇
三
年

・
長
岡
京
市
教
育
委
員
会
『
国
史
跡
恵
解
山
古
墳
の
調
査
』
長
岡
京
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第

六
二
冊　

二
〇
一
二
年

・
藤
田
和
尊
『
古
墳
時
代
の
王
権
と
軍
事
』
学
生
社　

二
〇
〇
六
年

・
藤
田
道
子
「
藤
の
森
古
墳
か
ら
出
土
し
た
鉄
製
品
」『
大
阪
府
教
育
庁
文
化
財
調
査
事
務
所
年
報
』

二
三
、一
八
‐
二
三
頁　

二
〇
一
九
年

・
松
木
武
彦
・
和
田
剛
・
寺
村
裕
史
ほ
か
『
天
狗
山
古
墳
』　

岡
山
大
学
考
古
学
研
究
室
・
天
狗
山

古
墳
発
掘
調
査
団　

二
〇
一
四
年

・
水
野
敏
典
「
古
墳
時
代
中
期
に
お
け
る
鉄
鏃
の
分
類
と
編
年
」『
橿
原
考
古
学
研
究
所
論
集
』
第

一
四　

八
木
書
店
、
二
五
五
‐
二
七
六
頁　

二
〇
〇
三
年

・
森
本
六
爾
「
備
中
に
お
け
る
金
釵
発
掘
の
古
墳
」『
中
央
史
壇
』
第
一
二
巻
第
六
・
七
号
、
四
八

‐
六
一
・
七
〇
‐
八
五
頁　

一
九
二
六
年


